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進行形の発達について
―受動形及び完了形との比較論的観点から―

橋本功　　　　　　　　　　　　　　　　

0．は　じめごに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　－

進行形，受動形，そして，変移動詞の完了形はいずれも同一構造，すなわち，図1に示さ

れているように，主語の状態を表わす構造に遡ると考えることができる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●?驤黷ﾂの統語構造から複数の統語構造へと発達してゆく場合，それぞれの発達過程で相

互に類似の言語現象が起こったり，あるいは，固有の発達現象が他に，または，相互に作用・

影響を及ぼしあうということは十分に予測でき得る現象である。

本稿の目的は，主として，このような視点から進行形の歴史を考察することによって，進

行形の発達過程に生じた諸現象の解明及び説明を試みることである。

1．受動形の歴史

OE・MEの受動形は“1ex五cal　passive”であり，16世紀になって，“transformat三〇nal

passive”が導入され，　beが助動詞化した（Lightfoot：259－270）。　L　19世紀に入ると，（1　a）

（2a），（3a）の各自動詞文の受動化（1b，2b，3b）が可能になった（荒木・宇賀治二444）r
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ω

a）John　sat　on　this　chai鵬　〔Davisona・b：43）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ajThis　chair　waぎsat　on　by　Joh恥　、　　　　　　　　　・，

（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

@a）　He　slept　in　the　bed．

b）The　bed　was　slept　in．（Lightfoot：2761

③

a）Primitive　men　ollce　Uved　in　these　caves．（Quirk，β’砿；1164）

b）These　caves　were　once　lived　by　primitive　men．

但し，この種の自動詞文を受動化するには，「NP：1ぎ％／3」召砂痂NP2」満際造のNP2が

“affected　participant”であるという条件が伴う（Quirk，ε’θム：1164－65）。すなわち，　NP1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LﾆNP2との間に明確な影響関係が存在しなければならないのである。’この現象を別の観点
から述べるならぽNP1とN施を受動構造という文法形式に組み込めば’受動構造そのも　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

のがNP1とNP2との影響闘係及び影響の方向を示すようになると言える。このように受動

構造の歴史を巨視的に観ると，受動溝造は意味上も構造上も単純化の方向に向かうと同時に，

増々，生産的的な構造になってきたと言える。　　　　　　一

2．進行形の歴史

21．進行形と完了形との相乗作用

進行形の機能，進行形と単純形との機能分化，及凱その使用頻度が実質的に今日の進行

形に近づいたのは1700年から1800年にかけてである。下の表中の（B）は1700から1900年の間の

進行形使用数の伸びを示すDennisの統計表の一部である。
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fこの表によると，進行形は1800年前後にその使用数が急増している。その増加の程度は

D¢且滋s（860＞が4‘sudde∬，ump”という言葉で表現している程の急激な増加である。．この

進行形の急激な増加に関連して興味深いの鵬変移動詞の完了形の助動詞beがhaveへ移
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行する現象である。上表中の㈲は，完了形の助動詞beがhaveへ移行する様子を統計的に

示したRyd6n＆Brorstrδln（232－33）の統計の一部である自この表によって，変移動詞の

完了形の助動詞であるhaveの使用率とbeの使用率が逆転した時期と，進行形の使用数が

急激に増加した時期とがほぼ一・致していることが明らかになる。

従来，be一完了形の衰退現象については，受動形の発達と関連づけて説虜されるのが一般

的であった。しかし，上表の統計表及び以下に述べる近代英語期における進行形と完了形と

の類似性を考え合わせる時，近代英語期に完了形の助動詞がbeからhaveへ急速に移行し

た現象に，進行形の存在が深く関わっていたのではないだろうかという推論が可能になる。

近代英語期における進行形とbe一完了形は次のような類似点を持っている：

1）進行形と変移動詞の完了形は相対立するアスペクトを表すが，助動詞は，共に，beであ

る。

2）近代英語期おいては進行形をとる動詞は自動詞，特に，変異動詞が多くを占めている。

［Trnka（38），　Brunner（219）Ando（112）参照］D

3）近代英語期，特に初期の時代には，多くの強変化動詞の過去分詞語尾｛－en｝が保存さ

れていた。例えば，

　，≠窒窒PVen，　cOmmen，　grOwen，　melte店runnen

がそうである。これらの過去分詞語尾｛－en｝と現在分詞語尾｛・ing｝とが，それぞれ，

［・幻に弱音化後，あるいは，弱音化の過程で音韻的交差を起こした可能性が極めて高い。

［これは，動名詞語尾｛－inge｝と現在分詞語尾｛－ende｝との間に起こった以下のような
音韻的交差からも推論可能である。　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　’

｛－e皿de｝［・e皿dε］〉［・end］〉［：・ndコ〉［－nコ＜［－g］く［・Op］く［。gg】＜［蹟pg］

Nakao（319）参照。］

このように，相対立するアスペクトを表わす進行形とbe一完了形とは，当時，類似性の高

い表現・紛らわしい構造であったと考えられる。そのために，それぞれの構造を互いにdis一

tinctiveな構造にしようとする要求が生じ，その要求が大きな要因の一つとなって，当時，

すでに始まっていた進行形使用の増加傾向と，be・完了形からhave・完了形への移行という

二つの変化に相乗i効果を起こさせた。その結果，活字資料の上では1800年前後になうて，進

行形の増加と完了形の助動詞のbeからhaveへの移行という二つの現象が同時平行的に，

突発的で急速な形となって現われたとする推論が可能である。そうすれば，Dennisが

“sudden　lump”といラ言葉で表言した程の進行形の急激な増加現象に対しても妥当な説明

を与えることができる。

2、2．進行形と「be十i皿／on＋動名詞」構造との融合

すでに言及したように，進行形がその使用数及び機能において，実質的に今日の進行形に

近づいたのは1700年から1800年にかけてであるb従って，ME期に「be十現在分詞」構造が

「be十in／on十動名詞」構造（以下，動名詞構造と略称）との融合を開始し，その融合を完了

させるまでに500年～600年の期間を要したことになる。この期間は，動名詞構造が「be十現

在分詞」構造に吸収されることに抵抗した期間であるとみなすことができる。

Naguckaは，受動進行形出現の主原因をここに求めている。すなわち，動名詞構造の前置
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詞on／i血の弱音・無音化によって動名詞構造が，表層上は「be十現在分詞」と同一構造にな

った。しかしながら，表層上は同一構造になったにもかかわらず，態（voice）に対して中

立であるという動名詞の内在的特徴を不透開（opaque）な状態のまま保持し続けた。その結

果，態の解釈に暖昧性が生じるケースが増加してきたので，そこからくる混乱を防ぐたあに

形式と意味とが一致する合理的な構造の受動進行形を誕生させたとしている。

23　進行形と文法的圧力

i進行形と同一の起源に遡る「be十過去分詞」に構造変化が起こって“transformatiolla里

passive”が可能になった（Lightfoot：263）。「be十現在分詞」も動名詞構造と融合し，動名

詞構造を吸収した後，同じく，構造変化が起こった。すなわち，「be＋現在分詞」構造のbe

が助鋤詞化し，今日の進行形が誕生したと考えることができる。

［この仮説を立てる根拠として，次のような事実を挙げることができる。すなわち，OEや

MEのrbe＋現在分詞」構造は，“an　activity　durative　i且character”を表わす傾向にあり，
そして，この構造の現在分詞形をとる動詞は自動詞が中心である。たとえ対格目的語を従え　　　　　　　　　　　　　　　　　’

る動詞であっても，この構造で現在分詞として用いられる場合には，対格目的語を従えない

傾向にある（Mitche11：276－277）。また，∠Elfricの使用する進行形の27％は1〃24，ゴα7zの進

行形であり（ibid．），そして，T．　Maloryの作品の進行形57例のうちの32例（約56％）は

Jf〃θの進行形である（Nakashima：285－289）。これらの亦実によって，　OE・MEにおける

「be十現在分詞」構造の現在分詞は動詞的性質よりも形容詞的性質が強かったという班実を

推察することができる。そして，ME末期から近代英語期になると，すでに言及したように

自動詞，特に変移動詞がこの構造の現在分詞形をとる傾向が顕著になってくる。この段階を

経た後，急速にrbe＋現在分詞」構造が今日の進行形へと発展していくのである。このプロ

セスは，「be十現在分詞」構造の表わす意味が「状態」的意味から動作的な「継続・推移」的

意味へと変化してきたこと，すなわち，この構造の現在分詞が形容詞的機能から次第に動詞

的機能を高めていったことを表わしている。ユ

いずれにせよ，進行形という文法形式が，一度，芙語国民の言語直感に根を下ろし，そし

て，「未完了・一暁的継続・一時的推移」という基本的意味を獲得したならば，受動構造の
歴史がそうであったように，進行形という文法形式そのものが強力な圧力（force）を持ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

始め，一般に進行形をとりにくい状態動詞までも，進行形という文法形式に組み込まれると，

その文法形式が進行形をとった動詞に対して「一時的継続・一時的推移」という意味素性を

付与したり，あるいは，進行形をとる動詞が「状態的」，「非状態的」いずれの意味素性をも

持っている場合には，その動詞から「非状態的」意味を選択させるという非常に生産性の高

い拙i造になってきたと言える。

Comrie（11，39＆99）によれば，英語の進行形の発達はケルト語族の進行形の発達過程に

類似している。すなわち，ケルト語族のうちIrishの進行形は，未だ，単純形との意味的対

立を保持しているが，Welshの進行形はその段階を通り過ぎて，習慣や状態的意味までも

表わすようになっている。このWelshの進行形と同様，今後，英語の進行形は増々その機

能を拡大させるであろうと予測をしている。

［ケルト語における進行形の構造は，「be十現在分詞」ではなく，英語の「be十〇ロ／in十動
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名詞」に対応する構造である。本来この構造は，対応する英語の構造と同様，「進行中」を

表わしていた。Welshではその意味を拡大させて，未完了全般を表わすようになってきた。
このケルト語の構造をComrieはケルト語の進行形と呼んでいる。］　　　　　　　　　　　5

用例1～5の進行形をとっている動詞（句）cost，　matter，　resemble，　depend　on，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬

岨derstandは，状態動詞の範疇に入る動詞である。しかし，これらの動詞は進行形をとっ

た時のみ，「一蒔的変化」あるいは「段階的推移」（gradual　change）をi衷わすようになる。

［安藤貞雄関西外国大学教授から，「これらの進行形が「段階的推移」を表わすのは，more

等の副詞が存在する’ためではないのか」という御指摘があった。それに対して小野捷関西外

国語大学教授（本シソポジュウムの司会者兼講師）から，rmoね等の副詞が存在しなくて

もこの種の進行形が段階的推移を表わす例がある」という事実が報告された。］

さらに，用例6～13においてはthat・節を従えた状態動詞，　suppose，　hope，　believe，

think，　know，　rememberが進行形をとっている。この種の進行形の用法について上eech

（24）は次のように説明している。すなわち，この種の動詞を進行形にすることによって，

動詞の袋わす心的態度が「一時的」であることを表わすようになる。一時的という概念が付

与されるが故に，この進行形による表現は単純形による衷現に比べて断定の調子がなくなり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，囈Jに響くのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（1）　Pil　productsαア召ωε’fπg　more　since　l973　crisis．（van　Ek＆Roba毛：235）

（2）　The　income＿　f3，7：α”召ア肋亙less　nowadays　wllen　one　applies　for　granL

（van　Eh＆Robat：235）　　　　　　　　　　　　　　　凸

（3）　He　f3プ召3召吻δ劾28　his　father　more　and　more　as　the　years　go　by．（Leech：：ヨ6）

（4）　Young　peopleσア84砂ε冗dl’，281ess　and　less　on　the　adv玉ce　of　their　elders．

（van　Ek＆Robat：23）

（5）　1，規14π48ア5’側4ゴ，’8　more　and　more　abou亡quantum　mechaIlics　as　each

day　goes　b】匹　（Comrie：36）

（6）　1α”33ゆヵosfπ8（＝provisionally　assume），　of　course，　that　w血at　you　say　is
7　　　　　　　・

true．（van　Ek＆Robat：234）

（7）　II卿加μπ8’Sebastian　will　come　and　stay　with　me．．．（Waugh（Ooe：79）｝

（8）　Heωα3うθ∬f召〃fπg　thaガhe　should　tr加mph（αEliot（Moss色：245）

（g）　r規酌’，～屠π8that　I　could　say㌔oo　bad’and　mean　iし　（M．　Peake（Visser：1978｝）

（10）耳・fミ．加・痂塵魚・ち．彗、eYer取e　is琴PP俘・ling、　t。　Maygr　2・g鴫皇一P阜rs・n，

a11　is　weli．にHinde（Visser：1978））

（11）　1”αεon1ア溜η昭卿加ノfπ8　that　you　used　to　think　you　knew　ller　in　the　days

．．．（J．M．　Barrie（Vi55er：1977｝）

（12）　sheωα3＿ルθ’動g　also　that　she　was　being　treated　as　an　old　frieロd　in

the　form　of　a　very　old　woman．（G．　Meredith（Moss色：245）｝

（13）　Youαア召notδψωf，～8　me（R．　Chandler（Ljung：：47｝）；　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
ｱれらの動詞は，一般的には，「一時的」という概念とは相入れない意味を表わす動詞，
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つまり，進行形をとらない状態動詞である。それにも関わらずこれらの動詞が進行形をとる

ことができるようになったのは，進行形という文法形式が状態動詞に対して「一時的状態・

一時的推移」という意味素性を付与できる圧力（force）を持つにいたったからであると考

えられる。

進行形の歴史について以上のような説明の仕方を取り入れるならば，状態動詞が進行形を

とるにいたった歴史的経緯の説明が容易になると同時に，説明に一貫性を持たせることが可

能になる。例えば，進行形の中でも最も最近になって現われた名詞の進行形については次の

ような説明を与えることができる：

Be動詞は，‘Be　kind！IDon’t　be　a　foo1。’等の命令文にすることが可能であることから

明らかなように，状態的意味だけではなく推移的意味をも持っている。従って，進行形とい

う文法形式がbe動詞から「一時的推移」という意味素｛生を選択させる。

3．You　are　being　a　bore型進行形出現の背景

　　　　　　　　　　　　　　　　ドｼ詞の進行形が登楊したのは19世紀末である。本節では，この時期になぜ，そして，どの

ようにして名詞の進行形が誕生したのかを考察する。

図2は名詞の進行形出現に関係があると考えられる19世紀末の言語環境を図式化して示し

たものである。

図　2

BE十v－ING

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　開

She　was　bein臼suocessfu1．

一
17thc．

@　⑪Th。h。。、，i、b，i証gb。i1し　119thG　　　　　　　　i　　　◎T。1・t。yw・・i・hi・h・a覚

F　亀　　　　　　　⑪He　was　being　a　wo皿an．

She　was　being　a　man．

　　　　　　　　　1|’

JHewasb已ingaf。。1．
She　was　being　a　succes5．

その環境は，以下の3種類の言語現象にまとめられる：　　　　　　　　　　・

1）19世紀末には進行形の意味機能が十分に発達しており，進行形が安定した英語表現にな

っていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Q）形容詞の進行形（be　bei且9十形容詞）が15世紀後半に，そして，受動進行形は17世紀後

半（初例1653年，橋本（32）参照）に登場し，いずれも，19世紀末には安定した衷現にな
・’

ﾁていた。．その結果，19世紀末には「be＋bei且9」というcollocationが有意味な単位と
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して認識されていたと考えられる。

3）図2Q◎及び例文（14－16）にみられるような名詞の疑似形容詞的用法の使用が19世紀

に，特に，頻繁になっていた（Visser：230－233）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
i14）　1837：If　she　had　beenβ躍o”η，’she　would　have　died　long　agα｛Dickens（Visser

1：233）N

（15）　1862：He　would　rather　have　been　g8，3”召η3α，置than．8召，3癖3　ever　so　greaし　　　　　　　　　雫

｛Thackeray（Vis5er　I：233）L

（16）　1914：Tolstoy．．．　was　in　his　heart　more盟o襯σπthan”塵α，～．（丁翻65（Visser　I：

233）L

以上のような言語環境の中から名詞の進行形が出現した過程を，以下のように推論すること

ができる。

第一に，名詞の疑似形容詞な用法，例えば，図2の◎及び例文（14－16）におけるような

womanやmal1を用いたことのある話者であるならば，この種の疑似形容詞的用法の名詞

を図2の④の進行構造の形容詞と置換することはそれほど抵抗がなかったものと考えられる。

その結果，図2の⑪及び例文（17－20）の名詞の進行形が誕生することになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■i17）　110dbubヒthen　f魂自s　bei血gα甜ωπ直”，　now　I　am　ta正king　as　aロartist（且E

Benson（Moss6：153））

（18）　you，re　being〃‘ゐま∬4（P，　Taylor（Kirchner：103．16｝）

（19）　‘1’mnot　a　rude　thing，’Jenny　declared．‘rm　beingαうoプ（Dor．　Sayers

（Vi5ser　II（2皿d　half：1957）L

（20）　That’s　our　son＿　At　t王1e　moment　he’s　beingαガァ’π8珂’‘αdl‘αr　from

Scotland　Yard．（C．　Dickso皿｛Vis5er　II（2n〔i　half：1957））．

第二に，図2の④及び例文（21－23）で進行形をとっている形容詞foolish，　successfu工，

helpfu1を，それらと同族の名詞形であるfooi，　success，　he1Pとそれぞれ置換した結果生

まれる文，例えば図2の⑭及び類例（24－27）は，図2の④及び例文（21－23）と意味上極め

て近い距離にある。特に，図2の◎にあるような名詞の疑似形容詞的用法を日常使用する話

者にとっては，この種の置換は極めて容易であったと考えることができる。

（21）　He　is　being　a、1ittleプねoJfs九　（Forster｛Schopf：269））　　　　　　　　　　－1

（22）　she　was　not　being　very　5’6‘‘oεげε‘’（E　R・Benson　lJespersen：224｝工

（23）　You　are　not　be童ngみε’ρ∫π1，　Gretta・｛E．　Caldwell〔Yo5hida：51ル

（24）　in　certain　matters　you　are　beingαノbo∴（H．（玉wells（Visser　II（2nd　half｝：19

57）L

（25）　At　last，　so　it　seemed，　she　was　beinl9α3”‘‘ε3＆（A．　C恥ristie｛poe：86ル

（26）　The　bridge　party　was皿ot　bei血9σ3πc‘6ε＆（E・W血ugh｛Vissedl（2nd　half｝：1958L



γσ

（27）　（He）wasn’t　being　any舵’ρat　all｛Mitchel1（Schopf：271）エ

（28）　1926：1’ve　always　wanted　to　be　a　detectiva　rm　being　o刀8　no弘1’m　col・

lecting　clues，（A．　Christie（Whtanabe：370））．

（29）　1945：He　was　being¢50’4f8プthe旦，　you　see．　He　was　doing　that　all　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L狽奄高?HkneW　him．（M．　A玉1ingham｛Watanabe：37⑪｝エ

（30）　1952：Iong　as　you　are　being　o溜of　them　Sybils，　tell　me　about　th三s　bird

∫OneS（W．　Faulkner：｛Kirchner：8ection翫　103．16｝）　　　　　　　　　　　　　　　　　　圃

以上の分析結果から判断するならば，19世紀末には名詞の進行形が現われるための言語環

境が十分に整っており，名詞の進行形は極めて自然に発生したものと考えられる。

Moss6（152－153），　Schopf，　Visser（1957－1958）が集めた名詞の進行形を名詞の種類で分

類すると，初期の段階で進行形をとっていた名詞は，道徳的・精神的状態や特徴を表わす名

詞，あるいは，それをmetaphoricalに表わすために用いられた名詞に限定されている。

［例文（17－20）参照。］しかし，20世紀に入ると，道徳的・精神的状態や特徴以外の意味を

表わす名詞も進行形をとり始めている。［例文（28－30）参照。］これは，図2に基づく名詞

の進行形誕生の過程から，ある程度，予測可能な現象である。もっとも，この現象について

は今後さらに資料の確認を必要とするであろう。　　　　　．　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
末{稿は，近代英語協会第6回大会（1989年5月工9日，於大束文化大学）・におけるシソポジューム『近

代英語における進行形の発達』で華彦が担当したrYou　are　b已ing　a　bore型進行形の歴史」の原稿を

紀要論文用に加箪・修正したものである。このシソポジュームに参加する機会を与えて下さり，発表の

準備段階から有益な御助言を下さった小野捷関西外国語大学教授に深く感謝いたします。・
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On　the　Developmε凪t　of　tho　Progrε舘i▽e　Con8truotion

Interplay　of　the　Progre88ive，　the　P88δ董ve　and　the　Perfect

ABS田RACT

This　is　a　tentat量ve　study　of　the　development　of　the　progressive　form，

from　the　viewpoint　of　the　interin且uence　or　interplay　of　these　three　construc・

tiolls；the　passive，　theうε一perfect　and　the　progressive．　This　is　because　they

all　derived　from　one　a且d　the　same　construction，　that　is，’‘NP十δ召oπ／甜θ∫α〃

ω召oゆ伽十participle叩，　where　the　participle，　prese且t　or　past，　fun、ctioned　as　an

adjective，　so　that　each　of　them　might　have　developmental　phenomena　similar

to　the　other　two　or　various　linguistic　phenomena　wh三ch　might　stimulate　the

development　of　the　other　construct圭ons．　On　the　basis　of　this　hypothesis，　there

are　discussed　mainly　the　reason　why　the　progressive　co轟s七ruction　bega耳to

be　used　suddenly　with　a　high　frequency　and　the　functions　simi正ar　to　those　in

the　Present　Day　English　during　the　period　1700　to　1800　a血d．the　reason　why　the

stative　verbs　came　into　use　in　the　progressive　construction　in　the　Pre8ellt

Day　English　period．　Rather　independently，1孟nguistic　backgrou血ds　where　the

type‘He　is　being　a　foo1’appeared　in　the　19th　century　are　dealt　with　in　the

1ast　section．


